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認 定 書

国 住 指 第 3281号
平成 27年 1月,7日

旭化成建材株式会社

代表取締役社長 前田 富弘 様

国土交通大臣  太田

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法第 88条第 1項にお

いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条

第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号

PC030BE-3466(5)

2.認定をした構造方法等の名称

フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・ガラス繊維不織布

入せつこう板表張/せつこうボー ド裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容

別添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存 しておいてください。



(別添)

1.構造名

(5)フ ェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・ガラス繊維不織布入せつこう板表張/せ
っこうボー ド裏張/木製軸組造外壁

2,寸法及び形状等 (寸法単位 imm)

3.材料構成

(1)主構成材料 (寸法単位 Imm)

っづく

項   目 仕 様

壁  高 構造計算等によつて↑寺造安全性が確かめられた寸法

壁  厚 129以上

壁の構造 真壁又は大壁

項   目 仕 様

柱(荷重支持部本オ) 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する構造用製材 (」AS)

(2)平成 13'年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用集成材 (」AS)

(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する単板積層材(JAS)

(4)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する無等級材

・断面寸法 :105× 105以上

・間隔 :4000以下

・密度 :0.35(± 0,04)g/cm3以 上

(別添-1)



つづき

項
′
 目 仕 様

外装材 [1]基材

窯業系サイディング(以下「サイディング」という。)

・規格 :」IS A 5422

・組成(質量%):
けい酸カルシウム化合物 65～ 86

有機質繊維       1～ 13

無機質繊維       0～ 4

有機質混和材      14未 満

無機質混和材      27未 満

ただし、有機質繊離と有機質混和材の合計が 18質量%を超えないこと。

※サイディングに使用されている繊維質原料と混和材の例
●繊維質原料
・有機質 :セルロース繊離、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等
・無機質 :ガ ラス繊離、ロックウール繊維等

●混和材
・有機質 :リ グニン、メチルセルロース、横水剤等
・無機質 :パーライ ト、炭酸カルシウム、マイカ等

[2]表面塗装

・種類 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ア クリルウレタン樹脂系塗装

(2)ア クリル樹脂系塗装

(3)ア クリルシリコーン樹脂系塗装

(4)フ ッ素樹脂系塗装

(5)エ ポキシ樹脂系塗装

(6)無機質系塗装

・塗布量 :200g/ド以下 (有機固形分)

[3]か さ
'ヒ

重

1.1(± 0.2)(絶乾)

141形状

(1)寸法

(21端部形状

サイディング相互の重なりと隙間 斗隙間
重なり

厚 さ
幅 長 さ

最 刈ヽ 最 大 最 河ヽ 最 大

15～ 26 303 455 910 8640

厚 さ 重なり 隙 問

15～26 6以上 3以下

(別添 -2)

っづく



っづき

項   目 仕 様

外装材

(つづき)

(3)断面形状

※中空の形状

a

□ di t

C e

厚さ t a b C d e

18以上 5以上 3.5以上 4以上 t‐ (attc) t以下

ただし、厚さ18を超える場合、厚さを増した分だけdの長さを増すことができる。

[5]張方

縦張

[61留め方

金具留め (外装材留金具による。)

厚 さ 模様深さ 容積欠損率 (%) ※中空率 (%)

15～26 最小厚さ

11以 上 を

確保

11以下 (ただし、板厚 15

を超える場合は裏面から

15の位置での欠損率とす

る。)

34以下 (ただし、板厚 18を

超える場合は厚さを増した分

だけ、 dの中空部の高さを増

し中空率をあげることができ

る。)

構造用面材 材料 :ガラス繊維不織布入せつこう板
・規格 :国土交通大臣認定不燃材料 NM‐9854
・厚さ :10以上

つづく

(別添 -3)



つづき

項   目 仕 様

断 熟 ノヾ ネ ル [lJパネル縦材
材料 :(1)～(4)の うち、いずれか一仕様
(1)期
(2)合板
(3)集成材
(4)単板積層材

。断面寸法 :20× 65以上
(ただし、構造用面材の継ぎ目がくる場合、27× 65以D

。間隔 :500以下

[2]パネル縦枠材
材料 :(1)～(4)の

(1)期
(2)合板
③集成材
(4)単板積層材

うち、いずれか一仕様

断面寸法 :20× 65以 _上

間隔 :4000以下

[31パネル横枠材
材料 :(1)～ (4)の

(1)製材
(2)合板
(3)集成材
(4)単均嗜れ責層材

うち、いずれか一仕様

・断面寸法 :20× 65以上
。間隔 :4000以下

141パネル充てん用断熱材
材料 :フ ェノールフォーム保温板

・規格 :」IS A 9511
・形状 :平板
・厚さ :25(±2)以上(ただし、柱断面寸法以下)

`密度 (基本オ):24(± 3)～451±5)kg/m3
・面材 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ポ リエステル系不繊布

②栞窃塀是どり螺栄患布
③薪辱ガ馬竪が '

④読贋泰 翌駕ィまく
(5督

彎緩鶏霧鴇詠像羞乳齢
酸やグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミニウムは

(6)な し

[5]パネル縦材・縦枠材・横枠材固定用留付材
材料 :(1)又 は(2)の いずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼

②畔 平Ъ阻×L50姓
・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :o3.0以上×L50以上

(別添-4)
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(2)副構成材料

項   目 仕 様

内装材 材料 :(1)又 は(2)の いずれか一仕様

(1)せっこうボー ド

・規格 :ЛS A 6901 GB‐R
。厚さ:9,5以上

(2)強化せつこうボー ド

・規格 :JIS A 6901 GB‐ F
・厚さ:12.5以 上

・端部形状 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ス クエア

2)テーパー

3)ベベル

項  目 仕 様

通気胴縁 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)寡昂オ
(2)合板   、

(3)集成|オ

(4)単板積層材

・断面寸法 :厚さ9～40、 幅 30以上(上下接合部は厚さ9-40、 幅 90以上と併用)

・間隔 :500以下

(寸法単位 imm)

つづく

(別添-5)
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項   目 仕 様

防水紙 材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様
(1)ア スファル トフェル ト
・規格 :」IS A 6005
・単位面積質量の呼び :430以下

(2)透湿防水シー ト
・規格 :」IS A 61■
・厚さ :0.2以 下
・材質 :1)～3)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リエチレン系
2)ポ ジエステル系
3)ポ リプロピレン系

・表面アル ミニウム蒸着仕上げ :1)又 は 2)のいずれか一仕様
1)あ り
2)な し

(3)な し

防温 気密 フィル ム 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)住宅用プラスチック系防湿フィルム
・規格 :」IS A 6980
・厚さ :0.2以 下

(2)包装用ポリエテレンフィルム
。大見格 :」IS Z 1702
・厚さ :0.2以 下

(3)農業用ポリエチレンフィルム
・規格 :」IS K 6781
・厚さ :0.2以 下

(4)な し

下地胴縁

(外張付加断熱材

の厚さが 105を超

え る場合設置 :

105以下は必要に

応 じて設置)

材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)期
(の合板
(3)集成|オ

(41単板積層材
・断面寸法 :15× 30以上
。間隔 :500以下

内装 目地材 材料 :(1)、 (2)又 は(2)と ① の併用のうち、いずれか一仕様

(1)な し

(2)せ つこうボー ド用目地処理材
。使用量 :100g/m以上

(3)ジ ョイン トテープ
。材質 :ガラスファイバーテープ

・寸法 :幅 50、 厚さ0.15～ 0.20

留付材 [1]外装材留金具
・材質 :(1)～ (10)の うち、いずれか一仕様

(1)溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3802)

(2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板(」IS G 3812)

(3)溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めつき鋼板l」IS G 3317)

(4)塗装溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めつき鋼板(JIS G 3318)

(5)溶融 55%アルミニタム‐亜鉛合金めつき鋼板(」IS G 3321)

(6)塗装溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)

(7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板(JIS K 6744)

(8)熱問圧延ステンレス鋼板(」IS G 4304)

(9)冷間圧延ステンレス鋼板(JIS G 4805)

(10)溶融亜鉛‐アルミニウム‐マグネシウム合金めっき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第MSTL‐ 0064号 ,0065号 0069号,0070号)

(別添-6)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

○

形状

f

h

d

引陛

O

f

h

b=b!十 b! a=a tt aを 、b=bt tt b」 J陛

w:幅 40以上

hi高 さ 40以上

wtt h i幅 と高さの合計 90以上

ti鋼板の厚さ 0,8以上

a:上部ツメの幅 15.8以上

b:下部ツメの幅 14.0以上

cI上部ツメの長 さ 4.2以上

d:下部ツメの長さ 4.6以上

e:上部ツメの掛かり高さ4,0以上

f:下部ツメの掛かり高さ4.2以上

上部と下部のツメの総掛かり面積 175mm2以上[(a× e)十 (b× f)]

。留付間隔 :横方向 外装材の幅による

高さ方向 500以下

121外装材留金具固定用

材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ
七材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ      (
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(3)タ ンピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

Ｏ

ａ

Ｏ

ａ

・留付間隔 :500以下

(別添 -7)
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つづき

項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[3]胴縁固定用 (通気胴縁・下地胴縁)

材料 :(1)又 は(2)の いずれか一仕様
(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.45以上 ×L45以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L38以上

・留付間隔 :500以下

[4]パネル枠材固定用

材料 :(1)又 は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :0大又はステンレス鋼
・寸法 :φ 3,05以上×L65以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3:0以上×L65以上

。留付間隔 :300以下

[5]内 装材固定用

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)せ っこうボー ド用くぎ
。規格 !」IS A 5508

・寸法 :φ 2.34以上×L31.8以上

(2)十宇穴付木ねじ
・規格 :JIS B ll12
・呼び寸法 :φ 3.1以上×L25以上

(3)ド リリングタッピンねじ́
・規格 :」IS B■ 25
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

(4)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(5)ビ ス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :200以下

[6]構造用面材固定用

材料 :(1)又 は(2)の いずれか一仕様
(1)く ぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.15以上×L38以上

(2)ビ ス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :500以下

(別添-8)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[71ス ターター固定用  
′

材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ッピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :227.5以下

[8]中間水切固定用

材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ッピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼

・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :500以下

[9]断熱材固定用

材料 :(1)～ (7)の うち、いずれか一仕様

(1)く ぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)(片面 。両面)粘着テープ
t材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系    

′ I

7)ポ リプロピレン系
量 : m 下

(別添 -9)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

(3)アル ミニウムはく付き粘着テープ
・材質 !1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系

・使用量 :200g/ピ 以下

(4)ス プレーのり
。材質 :合成ゴム系樹脂
・使用量 !100g/ポ 以下

(5)接着剤
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)エ ポキシ系樹脂

2)酢酸ビニル系樹脂

3)ゴム系

4)ア クリル ウレタン系樹脂

5)ポ リウレタン系樹脂

6)変成シリコーン系樹脂

7)EVA系樹脂
。使用量 :180g/ピ 以下

(6)ス テープル

・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :肩幅 9,6以上、足長 10以上

(7)な し

[10]防水紙・防湿気密フィルム固定用

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)ス テープル

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅 96以上、足長 10以上

(2)(片面・両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系

・使用量 :200g/だ 以下
(3)アルミヨウムはく付き粘着テープ

・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系

・使用量 :200g/だ 以下

(4)ス プレーのり

・材質 :合成ゴム系樹脂      ィ
・使用量 :100g/♂以下

(5)な し

(別添 -10)

っづく



つづき

項   目 仕 様

シール材 材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様
(1)(片面・両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系

・使用量 :115g/m以 下
(2)アルミニウムはく付き粘着テープ

・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ ジエステル系
3)ポ ツプロピレン系

・使用量 :115g/m以 下
(3)シール材
・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコエン系樹脂

。使用量 100g/m以下

(4)軟質ウレタン粘着シール

・材質 ポリウレタン系
。厚さ 5.0以下
・使用量 100g/m以下

(5)な し    ｀

スターター 材料 :(1)～ (9)の うち、いずれか一仕様
(1)溶品虫亜鉛めっき鋼板(ЛS G 380の

(21塗装溶融亜鉛めっき鋼板lЛS G 3312)

③溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めつき鋼板(ЛS G 3317)

(4)塗装溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めつき鋼板(ЛS G 3318)

(5)溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めつき鋼板(ЛS G 3321)

(6)塗装溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(ЛS G 3322)

(7)溶融亜鉛‐アルミニウムーマグネシウム合金めつき鋼板(ЛS G 3323)

(8)熱間圧延ステンレス鋼板lЛS G 43041

(9)冷間圧廷ステンレス鋼板(ЛS G 4305)

・厚さ :1.0(± 0.2)以上

・形状 :L-13× 35以上

つづく

(別添―■)



つづき

項   目 仕 様

上下接合部

(壁高さが 3030を

超える場合)

材料 :(1)又 は(1)と 12)の併用のいずれか一仕様
(1)中 間水切
・材質 :1)～91の うち、いずれか一仕様

1)溶融亜鉛めっき鋼板(ЛS G 38021

2)塗装溶融亜鉛めつき鋼板(ЛS G 8312)

3)溶融亜鉛‐5%アルミユウム合金めっき鋼板lЛS G 3317)

4)塗装溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めっき鋼板(ЛS G 3318)

5)溶融 550/0アルミニウム‐亜鉛合金めつき鋼板(ЛS G 3321)

6)塗装溶融 55%アルミユウム‐亜鉛合金めっき鋼板(ЛS G 3322)

7)溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めつき鋼板(ЛS G 3323)

8)熱間圧延ステンレス鋼板(ЛS G 4304)

9)冷間圧延ステンレス鋼板(ЛS G 4305)
。厚さ :0,3(± 0.00以上
・見付幅 :30(± 3)以下

(2)シーリング材
・材質 :1)～6)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファィ ド系樹脂
41変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂

。使用量 :2∬m以上

(別添 -12)



4.構造説明図

図 1～8に構造説明図を示す。

(1)構造用面材 :真壁、内装材 !真壁、断熱材 :充てんのみ

シー

防湿気毬1フ ィル

パネル充てん用

相造用

外畿材留金具

※

パネジ スターター

シ

パネル縦材

(防水紙・「′t湿気艦ミフィルム固定用)

(寸法単位 imm)

※水切

筆押揃対象外

柱

※上台

透視図

図 1構造説明図

(別添-13)



留付材 (湾再縁適I定用, 外装材

爾付材研鶴釈ヽ段園造用)

留イサ材

防水紙

的装目地材 防湿気磁フィルム

水平簡面図

留付材 (外袋材盟金具固定用)

盟付材 (外嘘材曽金興l 瘤遺幻雨材

パネル縦材

(内装材躇l定用)

ル材

(′

バネル売てん用
断熱材

一` 留付材(稿造用面材口造用)

＼`‐…留喘納 (内必竜材圏趙用)

'＼｀`
一 パネル充てん用断熱前

防湿気啓フィルA

臼付材

鉛直断面図

図 2構造説明図

L

(別添 -14)



(2)構造用面材 :大壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

シ…

シ
単

(寸法単位 :mm)

※水切

※周年価対象外

′

防湿気露フィルム

ブヽネル充で

外業材圏金員

シ中

崇

′ヽネ

＼よ台

終基礎

スターター

(防水準丘・防湿気密フイルム固定用)

透視図

図 3構造説明図

監
へ
、

＼、
＼

(別添 -15)



留付材(鸞的織固定用) 外禁材

留付材(腕緑固定用)

留付材 (外装材留金興固定用

留付材(外護材留金員)

留付材(構造用面材薗痣用)

防水準氏

内装材

内鏡日地樹

水平断面図

鉛直断面図

図 4構造説明図

観付材 (外襲材留金泉回定用)

留付材 (外装材留金輿) 楠造用面材

′〈ネル絆正材

ィルム パネル充てん用
断離材

留付材(1密強用画材臆l定用)

留何蒻 (尚装精国造用,

内犠材

バネル充てん用曖Fl辮|オ

防規気密フイルム

陸

・

厚

(別添〒16)



(3)構造用面材 :真壁、内装材 :大月壁、断熱材 :充てんのみ

500以

シ…

防湿気轡フィ

バネル充て

構造用

外銀材留金風

シー

シー

ターター

(防水紙・防湿寮I密フィルム固定用)

(寸法単位 :mm)

%水切

※部価対象外

黎

メ(ネ ,

芽土台

※盛礎

透視図

図 5構造説明図

｀
｀

＼
ゝ

(別添-17)



留付結鯛線固定耳,)

留付材(,(ネ ルお本材回定用)

翌付材

外襲材

内コ羨目地材

留付材(開繰固定用)

盟付材(構造用画材固定用)

防水浄五

フィルム

水平断面図

鉛直断面図

図 6構造説明図

メヽネル尭てん用
断熱材

ン ー

圏付材 (外襲材赳金具働定用)

留付材 (外装材轡金 相進翔薗材

!ネ ル縦材

(内襲材倒造爛)

留付材(構造斉,面材I蓋l定用)

留付材(内袋材固定用)

バネル売てん用断熟材

ィルム

ル材

歴

巌

(別添-18)



(4)構造用面材 :大壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てんのみ

ン ー

(寸法単位 Imm)

業水切

蕪解価測鎮外

防湿気密フィル

パネル売て

通気鯛縁

外祭材留金興

シール材

※

パネ,

パネ,

シー

※土合

基礎

スタータい

(防氷紙・防湿気密フィルム団建用)

透視図

図 7構造説明図

(別添 -19)



留付材 外装材

内銭自対材

留付材 l河岡縁固定用)

“留付樹t外嚢材留金具働定用〕

留付材(外装材留金貝)

留付村(構造用画材協l定用)

防水詐缶

―ル材

フイルム

水平断面図

鉛直断面図

図 8構造説明図

留付オオ (外渡材留森具隠l~飛 用)

留付材 (外幾材留金興) 4構臨殉面材

バネル組材

留付村(1鷲 遊用面材働定月)

留付材(内鍍材I函l簿
「用)

バネル究てん用断翔樹

防規気密フイルム

シール材

バネル兜てん用
断熱材

産

ヽ
ゝ

籐

(別添 -20)



5.施工方法等

<施工図>
図 9～ 14に施工図を示す。

フィルム

(寸法単位 :mm)

(外壌朝留金員)

パネJ

補瀬用画材

氷平断面図

ん薦断無材

留付材

崇阜ギ桁

く`天丼†オ

パ,、ル充てん用断熱材

フィルム

バネツレ欄枠材

栄床

スターター

V基礎

α日
｀
直断面図

充てん断熱のみの施工例

図 9 施工図

(別添-21)
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<ハネル図>

/1ネル充て
継臓魏霧

(寸法単位 :mm)

1)継聞陽500以下 2)4主 P層4臨500遺

パネル4鶴章九十材 メ萱ネル毅枠材

Aユデラ売てん月断魏村

パネル護期

ザくネル充てん用
断熱棚

L 窮警整下

両霧

パネル売てた用断熱材

パ′マ▼ル雄粋斜 Aネル鯉翔

図 10 施工図

(別添 -22)



(寸法単位 imm)

3)機 raヨ絹,ooo題

パネル4員翻

パネ

ノくネ)

パネル充てん用
競熱村

牟観

パネル経材
解漉周i罰材盤季郡オラ

¬魯95以下

†観進用躍捕 パネル縦村 (1嘉 適用顧総盤手部分)

バネル充てん鰯断熱初

図 11 施工図

パネrレ繊粋稲 パネル争控材

(別添-23)



(寸法単位 imm)

椀造用醸補

4)1室闘踊1500超

パネメ♭樹搾材

1895以 下

村 パネル縦材ぐ構造翔衡拿オ尊競争)

lヽネル繊材 ′(ネル宛てん用断熱妨

図 12 施工図

パネル継浦
4幅造錫面初やl建手部夕)'

ハネル充て

断熱材

パ
'サ

、ル継粋燃

(別添-24)



留付材(バネル縦材・縦枠樹・績粋材固定用)の固定方法と
パネル縦材 a縦粋材の欠き込みによる断熱材固定方法

A都

ノ(ネル充て
新熱村

鷲付村 (バ慕ル線帯樹・犠粋付囲寇用)

図 13 施工図

(寸法単位 :朧 m)

パネル殺絆材

′〈々,1レ飛律常 バネイレ職鷲 ′ヽ幕力売ぞん騰

断纂本球

撲斤熱バネル断面鮮争劇国
〔′ヽ
‐
ネデ♭縦粋材・縦村の欠き込移による断熱券球匿l定方法〕

A部言羊細劇

(別添 -25)



<上下接合部の納まり例 :壁高さが 3030mmを 超える場合>

防湿気機フィルム

バネル充てん用
断熱材

外後材磁金典

ス|タ ーター

透‡見図

留付材て外幾材留金具固定用〕

留付樹そ中間水切固定翔〉

智付ヰオ

`ス

タータ

スターター

シーリ

防水紙

留付材鰯 線固驚用

籍漁用爾材

鉛直斯函図

図 14 施工図

糠越爾爾穂

外篠付加断熱材

筋水紙

外装ホオ

留鳴納 (肉鑽材団虚用〕

バネル充てん用師熱樹

隣選気密フィルム

内継材

や
　
ヽ

(別添 -26)



<施工手順>
(1)下地組等

(a)又 はlb)の いずれか一仕様とする。

(a)

①柱は、反り曲がりのないものを使用し、垂直に取り付ける。
②パネル縦材、縦枠材、横枠材の取付け

パネル枠材固定用留付材を用いて柱、土台等に取り付ける。
③構造用面材の取付け

柱、縦材、縦枠材等の上に構造用面材用留付材を用いて取り付ける。
④断熱材の取付け

パネル充てん用断熱材は隙間が生じないように、パネル縦材、縦枠材、横枠材間等に充て
んする。

(b)

①工場にて、パネル縦材、縦枠材、横枠材と構造用面材、断熱材を組み合わせパネル化する。
この際、縦材、縦枠材、横枠材同士はパネル枠材固定用留付材、構造用面材は構造用面材用

留付材で、パネル充てん用断熱材は断熱材仮固定用留付材で、留め付ける。
②壁パネルを、柱・梁・土台間等にはめ込み、パネル枠材固定用留付材で留め付ける。

(2)防湿気密フィルムを張る場合

防湿気密フィルム仮固定用留付材を用いて、たるみや しわのないように、充てん用断熱材より室

内側に取り付ける。

(3)シール材を貼る場合

断熱材あるいは構造用面材の目地の上部から、剥がれないように貼る。

(4)防水紙を張る場合

横張を原則 とし、所定の重ね代を確保 した上で、防水紙固定用留付材で仮固定する。

(5)胴縁の取付け

断熱材の上に,胴縁固定用留付材を用いて取り付ける。

(6)外装材の取付け '

日地にずれが生じないよう、外装材留金具、外装材留金具留付材を用いて取り付ける。

(7)内装材の取付け

内装材用留付材を用い、柱、縦材、縦枠材等に取り付ける。

(別添 -27)




